




































































































として」患者さんと向き合うという。面談にかける時間はおよそ 30 分から 1 時
間程度。患者からみて多くの時間を割いてもらって大丈夫なのかと心配になる
ぐらいたっぷりと時間を費やす。こうした対話で患者に提案される「言葉の処
























ら死におびえて生きることになってしまう。(樋野 b,6-7)	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を用いて、(	 	 	 	 	 )にその記号と該当頁数を明記した。	 
	 
なお、メルロ－=ポンティの Phénoménologie	 de	 la	 Perception	 に関しては、
(原著のペイジ数/邦訳のペイジ数)の順に明記した。	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